
第１８回　「東京グリーンシップ・アクション」　活動のお知らせ
 

～東京に残された貴重な自然環境を守る～

　当社（社長：西尾 進路）は、環境貢献活動の一環として、2004年11月から東京都が主催する「東京グリーンシップ・アクション」

に参加しており、８月４日（土）、今年度第５回目（通算では１８回目）の活動に社員およびその家族がボランティアで参加します

のでお知らせいたします。

　今年度第５回目の活動は、夏の暑い盛りに田んぼの水を抜いて、田を乾かす「ぬり干し」という作業を行います。この作業に

より、田んぼはひびが入るまで乾き、稲は少ない水を求めてしっかり根を張ることで倒れにくく丈夫になり、品質の良い米が収

穫できます。

　当社は、経営理念に「Environmental harmony（地球環境との調和）」を掲げております。今後も「ＥＮＥＯＳの森」の森林保全な

ど、様々な環境貢献活動を継続的に実施してまいります。

記

１．東京グリーンシップ・アクション

保全地域※における企業・ＮＰＯ等と東京都が連携した自然環境保全活動です。企業は一定の資金の提供とボランティア活動

を行うことにより、都内の貴重な自然の保護や回復に協力します。

※「東京における自然の保護と回復に関する条例」に基づき、都が指定する地域です。良好な自然地や歴史的遺産と一体となった樹林など、都内に残

る貴重な自然地を都民の大切な財産として末永く残していくことが目的です。現在都内には　４５カ所の「保全地域」があります。そのうちの９地域で

本活動が行なわれています。

２．当社の環境保全活動について

　　　「図師(ずし)小野路(おのじ)歴史環境保全地域」にて、環境保全にかかわる地元農家の人々の指導のもと、社員ボランティ

アが年間を通じて自然と共存しながらの伝統的な農法による農業を体験します。

３．協定期間　２００７年３月１９日～２００８年３月３１日

４．活動場所 図師小野路歴史環境保全地域（東京都町田市）

５．提供金額 １００万円／年

６．参加者 協定期間中、８回の里山保全活動が予定されております。毎回、当社社員ボランティアが参加します。

７．役割分担 ◆東京都　　　　　　　　　　　･･･活動の場の提供、道具類の貸与
 

◆ＮＰＯ（町田歴環管理組合）　･･･活動の運営
 

◆企業（当社）　　　　　　　　･･･資金の提供、社員ボランティアの参加

以上
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